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三沢市認知症初期集中支援チーム検討委員会（概要） 

会議名称 令和２年度 三沢市認知症初期集中支援チーム検討委員会 

開催日時 令和２年１２月１７日（木）１３時００分～１４時００分 

場  所 三沢キッズセンターそらいえ ２階 サークル支援室２ 

出 席 者 

委員（敬称略） 

会長(議長) 鈴木 吾朗 委員 佐藤 稔信 

副会長 小西 史人 委員 沼田 弘子 

委員 伊藤 博次 委員 加倉井 裕子 

委員 今野 大 委員 工藤 雅則  

委員 中村 由佳子 委員 篠田 浩一 

協力医療機関 

認知症サポート医 あおぞらクリニック 医師 千葉 潜 

事務局 

三沢市 福祉部介護福祉課 

      課長     田中 誠     副参事兼課長補佐  柿本 尚人 

包括支援係長 池田 悦子   保健師      内村 憲司 

主査     浪岡 麻衣子  認知症初期集中支援チーム員   石岡 直美 

議事案件 

１ 案件 

（１）三沢市の認知症施策について 

（２）認知症初期集中支援チームの活動状況について 

２ その他 

議事概要 

１ 案件 

（１）三沢市の認知症施策について 

● 事務局：（資料に基づき説明） 

〈意見なし〉 

 

（２）認知症初期集中支援チームの活動状況について 

 ● 事務局： 

（資料に基づき、令和元年度、令和２年度１２月末現在までの１５事例のうち主な８事例に

ついて報告） 

〈意見なし〉 

● 事務局：（資料に基づき今後の課題について報告） 

〈意見なし〉 

● 千葉医師：チーム員会議を通してチーム員のメンバーの方々と先ほどの事例について検討

してきたところであるが、一人暮らしの方がかなり多く、アプローチがとてもとりにくい

ことが多い。ご本人が受診のサポートの受け入れをするということに持っていきたいが、

ご本人の拒絶が多く、なかなか入りこめない、チーム員が何度も足を運んで関係づくりを

進めていくことをし、医療機関につながった例もある。ご家族が無関心で、ネグレクトま

ではいかないが協力を得ることが難しいケース等についても粘り強く家族へアプローチを

していただいたことで、糸口が掴めたこともあったので、メンバーの方々によくやってい
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ただいたと思う。まだなかなかアプローチが構築できず、一旦拒絶をされてなくなく帰っ

てくるケースもあるが、そのあたりはしっかりと状況を確認していただく。また民生委員

や周囲の方との情報の共有をして、周囲全体で見守りの体制を作っていき、何かあれば連

絡をもらい支援をしていくという形で、本人が拒否をしても見守り体制を作る対応で十分

である。 

以上 


